
ディベート 司会者原稿 

 

｢これからディベートの試合を始めます。｣ 

｢論題は（                  ）です。｣ 

｢役割の紹介をします。｣ 

｢私は（ぼくは）司会の（      ）です。よろしくお願いしま

す。｣ 

｢計時と黒板担当の人は自己紹介をしてください。｣ 

｢ディベーターから、試合前の気持ちを一言ずつお願いします。｣ 

｢賛成派側お願いします。｣ 

｢反対派側お願いします。｣ 

 

① 立論１の進行 

｢まず始めは、賛成派側立論１です。３分でお願いします。｣ 

｢今の立論に、反対派や審判から質問や意見はありませんか。（２分）｣ 

｢次は、反対派側立論１です。３分でお願いします。｣ 

｢今の立論に、賛成派や審判から質問や意見はありませんか。（２分）｣ 

② 立論２の進行 

｢では次に、賛成派側立論２です。３分でお願いします。｣ 



｢今の立論に、反対派や審判から質問や意見はありませんか。（２分）｣ 

｢それでは、反対派側立論２です。３分でお願いします。｣ 

｢今の立論に、賛成派や審判から質問や意見はありませんか。（２分）｣ 

 

③ 作戦タイム 

｢それぞれの考えを言ってもらいました。ここで５分間作戦タイムに

入ります。最後の立論で、反論したいことやこれだけは言っておき

たいことをグループで相談して決めてください。始めてください。｣ 

 

④ 結論の進行 

｢それでは、結論は反対派側の方から言ってもらいます。時間は２分

です。始めてください。｣ 

｢次に、賛成派側結論です。２分でお願いします。｣ 

 

⑤ 判定 

「みなさんおつかれさまでした。審判の人たちは、判定の集計をし

てください。時間は３分です。」 

 

｢判定です。審判のみなさん、よろしくお願いします。｣ 

 
 



◎ 話し方 

◎ 話の進め方 

◎ 資料の使い方 

◎ 判定結果 

 

｢今日は○○側の勝利となりました。がんばったディベーターのみな

さんに拍手を送りましょう。｣ 

｢これでディベートの試合を終わります。｣ 

 

｢先生、お願いします。｣ 

※ 時間があまっている時 ｢後、約○分あります

が、つけたしたいことはありませんか。｣ 
※ 時間をこえた時 ｢時間になりましたが、最後

まで話してください。｣ または、｢時間にな

ったので、やめてください。｣ 
 

自分流に、工夫して進めよう！！ 


